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家兎番 No．13 No．14 平均
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??????
↓
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??．．???
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1：10
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1：5
??
????????
?
?
??????
??
－
1：5
±（1:5）
一
一
一
1：10
1：7．5
1：2．5
’一
一
按
日目には正常に復し，以後著変を示さない．
600γ放射群では初期より減退し，1～3日目を
谷として漸次恢復し，1～2週で正常値に戻っ
た．この2群は正負全く逆の関係にあることを
認めた．
他方，免疫原注射時の白血球機能について
は，白血球の数及び遊走速度は初期並に後期冗
進の像を示し，墨粒負喰能は初期著明に減退し
て3～6時間目に最低となり，1～3週後に冗
進の傾向を認めた（前報')参照)．この初期の
白血球増加は注入細菌抗原による一過性の非特
異性刺戟現象であることはし線作用と同様であ
るが，他面に於ては注入された免疫原が正常に
血清中に存在する抗体のうち，特に喰菌現象に
密接な庚係のあるAlexin,Opsonin,Bakterio-
tropin等の抗体と結合するために，墨粒貧喰
能の陰性期を招来するものと考えられる83)84〕．
而して墨粒貧喰能は免疫原注入後1～3週に冗
進するが，これは細菌抗原物質の中和が白血球
機能を恢復し，免疫原注入による刺戟が上記諸
抗体の産生を増強するためであろうと思われ
る．
亦これら白血球数の初期増加がし線507放射
に比して極めて著しく，墨粒寅喰能の初期低下
が甚だ著明であることは，上記使用量による免
考
レ線の生体機能に及ぼす影響に就いては，前
述のように極めて多くの研究者によって幾多の
事実が解明されて来たが，それらの説を総括す
ると，その放射量の差によって影響が異るもの
の，‘‘少量が促進し，大量が抑制する，，という
のが定説となっている．
一方,レ線の抗体産生に及ぼす既往性反応惹
起の効果に関しては，近年発表されたTalia-
ferroetc.69)の研究の中にその一部を瞥見す
るに過ぎず，多くの先進諸家の研究は放射が免
疫原注射を中心とした短い期間内を対象として
行われている．而も抗体産生と白血球機能との
関係を詳細に検索した報告には未だ接すること
が出来ない．し線の作用が非特異性刺戟である
ことは周知の事実であるが，免疫と非特異性刺
戟，就中し線との関係を究明するために，前報
及び本報以下一連の実検を行っている次第であ
る．
これ迄の実験より得た成績を要約すれば，生
体防禦能に於て極めて重要な役割を果している
血液，特に白血球機能に対して，し線の‘‘少量
は促進し，大量は抑制する''ことを示している．
即ち，50γ放射群では白血球の数，遊走速度並
に墨粒實喰能はいずれも初期著明に冗進して1
～2日目に最高に達し，その後減退して3～5
【11】
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疫原注入の齋す刺戟が可成り強度であることを
示し，特に3回免疫の生体に与える侵襲の度が
略々し線600γ放射に匹敵する程大きいことを
示唆しているものと思う．
免疫処置後3～4ケ月目にし線を放射した群
に於ては，前述のように免疫対照群を赤道線と
して，無処置し線507,600γ放射群を夫々 正負
の極と想定した場合，各々この3者の中間に位
するもののようであり，而も初回免疫時の注射
回数の多いもの程赤道線に近い．これを要約す
れば，追加免疫の代りとしてのし線の放射はし
線が既往性反応を発現する可能性を有つ場合に
於て，免疫原注射と全く同じ作用ではないが，
それに似た効果を現すものと思われる．即ち，
免疫後し線放射の様相は免疫による刺戟と非特
異性刺戟の両面を有つものであって，これらの
重複関係によって経過するものであろうと考え
られる．而して初回免疫時の注射回数の多い
程，し線の作用をして免疫的効果を大にするも
ののようである．
白血球の遊走速度と墨粒負喰能との関係につ
いて山田56,は両者が‘‘常に正の関係"を保持す
ると指摘したが，私の実験に於ても無処置し線
放射群に於てこのことを確認出来た．而し私の
他の凡ての成績（前報を含む）では‘‘常に正の
関係'，を認めることが出来なかった．恐らくは
白血球の遊走速度が白血球数の変動と共に非特
異的であり，墨粒貧喰能が免疫反応としてより
近接した価値をもっているためであろう．これ
らの関係は次報に述べる喰菌現象との関連性に
於てより明確に解明されるかもしれない．
平松教授及び岡本助教授は第7回日本医学放
射線学会総会に於て，し線の強さと白血球機能
との間には波状関係ありと報告されたが，私の
実験では放射量を2種のみとしたので以上の一
端を窺い知るに止つた．而し，柏谷52)の云う処
の大量し線の影響が波動状不安定であるとの説
に対してば肯定出来ないように思う．
免疫後3～4ケ月目し線放射の抗体産生に及
ぼす影響関係は既往性血清反応として諒解され
西
るべきものであって，谷教授の指摘されたよう
に‘‘より早くもより高くも産生されない”こと
は上述の通りである．而してこの際のし線効果
は50γと6007が白血球機能に於けるような正
負の関係を示すことはなく，零を底面として初
回免疫時の注射回数の多い程，又し線量が適当
刺戟量である程抗体産生は高い．而もこの際産
生された既往性抗体は，初回及び再注射時に産
生されたそれと同じ性状のものであると考えら
れ，これに関しては中瀬85)の詳細な研究によっ
て明らかであると思う．
これら抗体の産生機序に関しては,Katz-
nelsonu・Lorand20),Weichard86),Holtusen
87〕等はし線放射により破壊された白血球より遊
離した蛋白質分解産物が非特異性刺戟として作
用する結果であると論じ，金子33),Schmidt
88),Haltmann89),Oeller90),Stephan91)等
はし線が非特異性刺戟として細網内皮系に作用
するためであろうと推論した．この抗体産生母
地としての細網内皮系の検討は,Pfeifru.
Marx92)の歴史的実験を始めとして,Ashoff93)
以下多数の研究者85,93〕-105)によって追求され，
各種薬剤の注入，填塞や摘脾によってその価値
が認められていることは周知のことである．然
乍ら,Master&、Hudacklo6),Ehrich&.
Harrislo7)は淋巴球が抗体産生に重要な役割を
果すことを指摘し,White&、Dougherylo8)
は副腎皮質ホルモンが淋巴球の調節を司ること
を明らかにした．一方，後藤'09）はし線が細
網内皮系の機能を冗進することはないとして反
Aschoff｡説に賛意を表している．今迄の私の実
験ではこれらの一端すら窺うことは出来ない
が，続報の中で再び之に触れることが出来ると
思う．
以上を概括すると，し線は抗体産生のみなら
ず白血球機能の上にも既往性反応を発現するこ
とが知られる．抗体産生に於ては大量(6007)
放射でも不充分ながら刺戟として防ぎ，抗体を
産生せしめる．免疫後し線放射の白血球機能に
及ぼす影響が507と6007に於て正負逆の関係
【12】
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にあることは上述の通りであるが，6007放射に
よっても多少とも免疫に対する促進効果を発揮
することは上述の抗体産生に於て認められた事
実によって裏書き出来るであろう．即ち，大量
し線放射(6007)は抑制的ではあるが，免疫現象
に対して尚促進作用を発揮するものであろう．
このことはTaliaferroの実験と一脈相通ずる
ものである．
総括並に結論
私は家兎についてチフス免疫の際に於けるし
線の既往性反応発現の効果を抗体産生と白血球
機能とについて実験し，併せて両者の関係を比
較した．その対照実験として無処置家兎に対す
るし線の影響についても観察した．
それらの成績はし線が非特異性刺戟として既
往性血清反応を呈するのみならず，白血球機能
の上に於ても既往性反応効果を現すことを示し
て居り，白血球機能のうち，白血球数及びその
遊走速度は非特異的に変動し，之に反して墨粒
負喰能はより免疫反応に近し､ことを再確認し
た．
これらの成績を総括すれば次のようである．
1）無処置家兎にし線50γを放射せる際の白
血球機能は，初期より著明に冗進して1～2日
目に最高となり，早期に正常値に復して以後著
変を示さなかった．
6007放射群では初期より著明に減退してl～
2日目を谷として恢復し，以後著しい変動を示
さなかった．
無処置家兎の白血球機能に及ぼすし線の影響
に於て,507と600γ放射は正負逆の変動を示し
た．
無処置家兎し線放射群では白血球数，遊走速
度，墨粒負喰能は常に正の僕係を保って変動し
た．
正常抗体増生に於ては見るべきものはなかっ
た．
2）免疫後3～4ケ月目し線放射群に於ては，
免疫群を赤道線とし，無処置家兎し線放射群
(507,6007)の夫々 を正負の空間に想定した場
合，この3者の中間的白血球機能の変動を示
し，初回免疫時の注射回数の多↓､もの程赤道線
に近付く傾向を認めた.
この群及び前報の免疫群では白血球数，遊走
速度，墨粒貧喰能は毎常正の関係を保つもので
はなかった．
免疫後3～4ケ月目にし線を放射すると，
507,6007両群とも既往性血清反応を惹起した．
この際の抗体価は507放射群に於てより高く，
又初回免疫時の注射回数の多いもの程高かっ
た．
3）し線6007放射は507放射に比して極やて
抑制的であるが，免疫に関する場合には尚促進
作用を発揮する．
4）白血球の機能に及ぼす影響よりみて，ﾁ
ﾌｽ･ﾜｸﾁﾝ0.02mg./体重k9.3回注射の生
体に与える侵襲の度は，し線6007放射の障碍
に匹敵する程大きい．
（前報及び本報の要旨は笛12回日本医学放射線学
会総会(こ発表した｡）
Summary
Itwasrevealedinpreviousstudiesthatobtainedbyeither507or6007X-ray
phagocyticabilityofleucocytestowardirradiation,insteadofreinjection,inthe
carbonparticlekeepcloserelationwithrabbitsinjectedtyphousvaccin3to4
anti-bodyproduction.Inpresentworkmonthspreviously,werecomparedwith
boththestateofphagocyticabilitytoward previouSlyreportedresults.
carbonparticleandanti-bodyproduction Theresultsobtainedwereasfollows;
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